
議案第３号

鳥取県文化財保護審議会への諮問について

鳥取県文化財保護審議会への諮問について、別紙のとおり議決を求めます。

平成３０年７月１８日

鳥取県教育委員会教育長 山 本 仁 志
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諮  問  
                       鳥取県文化財保護審議会  

 
下記の事項について、鳥取県文化財保護条例第４４条の規定により意見を求

めます。  
 
平成３０年７月１８日  

                       鳥取県教育委員会  
                        教育長 山本 仁志  

記  
 
１ 鳥取県文化財保護条例第３０条第１項の規定に基づく次の名勝の  

指定について  
 
名勝「河本氏庭園」（琴浦町） 

 

 琴浦町箆津に位置する河本家は、主屋が建築された貞享５年（１６８８年）

から、代々大庄屋等の要職を勤めたこの地域の中心的な家である。建物等につ

いては、主屋及び離れ、その他の建物・家相図を含めて国重要文化財に指定さ

れている。  
 このたび諮問する庭園は、主屋の北側及び南側に位置し、北側は主屋の客間

から観賞する池庭、南側は露地風の意匠である。  
江戸時代の作庭と言われ、嘉永７年（１８５４年）の家相図から当時の庭園

の意匠を見ることができ、また現在もその意匠を踏襲したものとなっている。 
重要文化財の建物と一体をなし、当時の庭園文化を知ることができる事例と

言える。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ＜南側の庭園＞           ＜北側の庭園＞  
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鳥 取 県 文 化 財 保 護 条 例 （ 抜 粋 ）  

昭 和 34 年 12 月 25 日  

鳥 取 県 条 例 第 50 号  

 

第２章 県指定保護文化財 

（指定） 

第４条 教育委員会は、有形文化財（法第27条第１項の規定により重要文化財に指

定されたものを除く。）のうち県にとって重要なものを鳥取県指定保護文化財（以

下「県指定保護文化財」という。）に指定することができる。 

２ 前項の規定による指定をするには、教育委員会は、あらかじめ、指定しようと

する有形文化財の所有者及び権原に基づく占有者の同意を得なければならない。た

だし、所有者又は権原に基づく占有者が判明しないときは、この限りでない。 

３ 第１項の規定による指定は、その旨を告示するとともに、当該県指定保護文化

財の所有者及び権原に基づく占有者に通知してする。 

４ 第１項の規定による指定は、前項の規定による告示があった日からその効力を

生ずる。 

５ 第１項の規定による指定をしたときは、教育委員会は、当該県指定保護文化財

の所有権に指定書を交付しなければならない。 

 

第５章 県指定史跡名勝天然記念物 

（指定） 

第30条 教育委員会は、記念物（法第109条第１項の規定により史跡、名勝又は天然

記念物に指定されたものを除く。）のうち県にとって重要なものを鳥取県指定史跡、

鳥取県指定名勝又は鳥取県指定天然記念物（以下「県指定史跡名勝天然記念物」と

総称する。）に指定することができる。 

２ 前項の規定による指定には、第４条第２項から第４項までの規定を準用する。 

（昭50条例40・平17条例４・一部改正） 

 

第８章 雑則 

(鳥取県文化財保護審議会への諮問 ) 
第44条 教育委員会は、第4条第1項、第19条第1項、第25条第1項、第30条第1項及

び第31条の2第1項の規定による指定、第5条第1項、第20条第1項、第26条第1項、

第31条第1項及び第31条の3第1項の規定による指定の解除、第19条第2項及び第4
項 (第39条第4項で準用する場合を含む。)並びに第39条第2項の規定による認定、第

20条第2項及び第40条第2項の規定による認定の解除、第29条第1項の規定による選

択、第35条の2第1項、第36条第1項及び第39条第1項の規定による選定並びに第35
条の3第1項、第37条第1項及び第40条第1項の規定による選定の解除をしようとす

るときは、あらかじめ、鳥取県文化財保護審議会の意見を聴かなければならない。

(昭50条例40・追加、平18条例38・一部改正 ) 
 


